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概要 

期待される成果と目標 

キャリア形成論Ⅱで扱われるのは主に理知的言語です。むずかしい言葉でいえばロゴスとは理知的言語(散文的表現媒体)のことであり、詩

的(韻文的表現媒体)と区別されます。この区別をしたのは、古代の大哲学者プラトンでした。ですから SPI の問題を非言語的問題と言語

的問題にわけるのは、その意味で適切ではありませんね。理知的言語すなわちロゴスを扱う問題が、いわゆる「非言語的問題」と「言語的問

題」に分かれるわけです。ちなみに理知的言語=ロゴスの意味するものは広くとれば理性=ラチオ、つまり「比」「論理」「言語」のことで、ここか

ら言葉，議論，言表，計算，比例，尺度，理法，理由，根拠の意味が派生します。古代ギリシアの哲学者たちも、神秘的なロゴスを

語りましたが、それは現実のなかでは音楽の絃や図形のロゴス=比として発見されたのです。 

 

 

コース資料 

資料：以下の資料は発展学習なので、理解できなくてもよい。ただし九去法はやり方を知っていると計算が確実となる。 

■九去法 

 自然数による加減乗法の検算：9 を法とした剰余類の応用。 

■虫食い算 

 パズルを使って、推論能力を高める。判断推理的な場合分けのコツが覚えられる。 

■仕事算の応用 

 時計の円周を 1 として時計算を仕事算に置き換える。負の量の仕事算という考えに拡張できる。 

■関数 

 あみだくじ等を使って関数の基本的概念を知る。抽象的に関数ということを把握する。 
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 九去法 

→九に関する剰余系を使った検算の方法 

 剰余系とは？剰余類と剰余系というものについて解説します. 

まずは剰余類からです.例えば,9 で割った余りが r(r=0,1,2,3,4,5,6,7,8)であるような整数全体の集合を C[r]で表すと,整数の集合

Z は,C[0],C[1],C[2],C[3],C[4],C[5],C[6],C[7],C[8] の 9 つの部分集合に分類できますね(←任意の整数を 9で割った余りは

0,1,2,3,4,5,6,7,8 のいずれかってこと).この各部分集合を 9 を法とする剰余類っていいます. 

 すると,次のことが成り立ちます. 

C[i],C[j]を定めてると,その要素 a∈C[i],b∈C[j]をどのようにとっても, 

a+b,a-b,ab の属する剰余類はただ 1 つに定まる. 

 [証明] 

x,y が同じ剰余類に属する⇔x-y が 9 の倍数が成り立つ. 

a∈C[i]の代わりに a'∈C[i],b∈C[j]の代わりに b'∈C[j]をとったとすると,a-a',b-b'は 9 の倍数であるから, 

 ①(a+b)-(a'+b')=(a-a')+(b-b') 

  ②(a-b)-(a'-b')=(a-a')-(b-b') 

  ③ab-a'b'=a(b-b')+(a-a')b'はいずれも 9 の倍数で, 

①a+b と a'+b' ②a-b と a'-b' ③ab と a'b'はそれぞれ同じ剰余類に属する. 

 すなわち,要素 a,b のとり方に関係なく,その和,その差,その積の属する剰余類はただ 1 つに定まる. 

一般に 9 に限らず、合同式を用いて表すと次のようになります. 

 整数 x,y について x-y が mの倍数であるとき,つまり,x,y が m を法として同じ剰余類に属することを 

x≡y (mod m)と書くとすると 

 a≡a',b≡b' (mod m)ならば, 

 ①a+b≡a'+b' (mod m) 

  ②a-b≡a'-b' (mod m) 

  ③ab≡a'b' (mod m) 

 続けて,剰余系について説明します. 

C[0],C[1],C[2],C[3],C[4],C[5],C[6],C[7],C[8]の各剰余類を,それぞれ 0,1,2,3,4,5,で代表させて,その集合

Z[9]={0,1,2,3,4,5,6,7,8}を 9 を法とする剰余系という.9 を法として, 

 例① 2+7≡0(mod 9) 

  例② 3-5≡7(mod 9) 

 例③ 4*6≡6(mod 9) 

9 を法として, 加法、減法、乗法の剰余系は以下のようになる. 



ページ 3 

+ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

０ ０ 1 2 3 4 5 6 7 8 

1 1 2 3 4 5 6 7 8 0 

2 2 3 4 5 6 7 8 0 1 

3 3 4 5 6 7 8 0 1 2 

4 4 5 6 7 8 0 1 2 3 

5 5 6 7 8 0 1 2 3 4 

6 6 7 8 0 1 2 3 4 5 

7 7 8 0 1 2 3 4 5 6 

8 8 0 1 2 3 4 5 6 7 

 

縦に a、横に b をとり a-b の剰余系を考える。 

- 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

0 0 8 7 6 5 4 3 2 1 

1 1 0 8 7 6 5 4 3 2 

2 2 1 0 8 7 6 5 4 3 

3 3 2 1 0 8 7 6 5 4 

4 4 3 2 1 0 8 7 6 5 

5 5 4 3 2 1 0 8 7 6 

6 6 5 4 3 2 1 0 8 7 

7 7 6 5 4 3 2 1 0 8 

8 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 

× 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

2 0 2 4 6 8 1 3 5 7 

3 0 3 6 0 3 6 0 3 6 

4 0 4 8 3 7 2 6 1 5 

5 0 5 1 6 2 7 3 8 4 

6 0 6 3 0 6 3 0 6 3 

7 0 7 5 3 1 8 6 4 2 

8 0 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

 ここである自然数が 9 を法とするどの剰余類に属すかであるが、仮に二桁の自然数 10x+y(0≦x≦9, 0≦y≦9)を考えると

10x+y=9x+(x+y)だから各桁の数字を足せばどの剰余類に属すかわかる。(足して二桁になる場合はもう一度足し直せばよい。ちなみ

に和が 9 になったときは 0 と同じ剰余類)。同様にして三桁の自然数 100x+10y+z=99x+9y+(x+y+z)でも各桁の数字を足せば

どの剰余類に属すかわかる。 
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 例①43≡4+3≡7(mod9) 

 例②89≡8+9≡17≡1+7≡8(mod9) 

 例③639≡6+3+9≡18≡1+8≡0(mod9) 

以上を前提にすると加減乗法の検算が容易にできる。 

 例：989-693=296  右辺の剰余類は(9+8+9)-(6+9+3)≡26-18≡8(mod9) 左辺の剰余類は 296≡2+6+9≡

8(mod9)で正しい計算だとわかる。 

 例：759*314=238326 右辺の剰余類は(7+5+9)*(3+1+4) ≡21*8≡3*8≡24≡6(mod9) 

左辺の剰余類は 2+3+8+3+2+6≡24≡6(mod9) で正しい計算だとわかる。 

 例：647*591=382377 右辺の剰余類は(6+4+7)*(5+9+1) ≡17*15≡8*6≡48≡3(mod9) 

左辺の剰余類は 3+8+2+3+7+7≡30≡3(mod9) で正しい計算だとわかる。 

 

 虫食い算 

A,B,C,D,E が、1 から 9 までのいずれかの異なる整数であるとすると、次の 2 つの計算式を満たす Dの値はいくらか。 

   ABC 

+  ADB      C2=E 

   ECD 

 

 [考え方] 

 1≦C2=E≦9 より E は１か 4 か 9 のいずれか。A+A≧E より E は 1 でない。もし C=2,E=4 なら A=2．これは C=2 とバッティングす

る。よって E=9．したがって A=4,C=3 ここで①から③の三つの解法を掲げる。 

 ①ところで C=3 より B+D=12 か,B+D=13。 

 B+D=12 のとき C+B=3+B＞10 より B=8、このとき D=4 となるが、これは A=4 とバッティング。 

 よって B+D=13 かつ C+B=3+B=D.これをみたす数は B=5,D=8 

 ②九去法の応用。(A+B+C)+(A+D+B)≡E+C+D(mod9) A=4,C=3,E=9 を代入。11+2B+D≡12+D(mod9) 

 ゆえに 2B≡1(mod9) これをみたす B は 5 のみ。 

 ③代入。(400+10B+3)+(400+10d+B)=900+30+D 

 整理すると 11B+9D=127 

1≦B≦9 で 9D=127-11B より  28≦9D≦116 D=4,5,6,7,8,9 題意に適する(B,D)は(5,8)のみ。 
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 ①18□に入る数字は 7 と掛けると下一桁 2 だから 6．18□≒200 と考えて 200×ア×10≒1300 とアは 6 と掛けると下一桁 6 である

ことを考えあわせてア=6 13□2=186×7=1302 186×6=□1□6=1116 よって□2 イ□□=12462 

 ②36-□□=2 より□□=34 よってア□×1=34 よってア□=34 イ×34 が三桁になることを考えに入れて□ウ 4 の下一桁 4 だから

イ=6 したがって□ウ 4=204 

 ③46-□□=1□だから□□=2□or3□ 2□としてみると ア 4×1=24 となり題意を満たさぬ。よって 3□。ここでア 4×1=34 だから 

余りの 1□=12 34×□=□8 だから 34×2=68 □イ□=726 
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 ④□□は 3□7 との積 7□ア、□イ□8 に注目して十の位 4、一の位 2。よってア=4 また 7□4 は十の位に一位が上がっていることに注

意すると 754．したがって 3□7×2=754 より 3□7=377 377×4=1508 □□ウ 38=754+15080=15834 

 

 時計算 

 一時間に長針の動く角度(360°)を 1 とし、a 時から x 時間たったときの長針と短針の文字盤 12 からの角度は 

 短針 a/12+x/12. 長針 x.  

 追い越していないとき両者のなす角度は a/12+x/12-x=a/12-11x/12① 

かもしくは 1-( a/12+x/12)+x=1-a/12+11x/12② 

 追い越しているとき両者のなす角度は x-(a/12+x/12)= 11x/12-a/12③ 

かもしくは 1-x+ a/12+x/12=1-11x/12+a/12④ 

 〔例〕4 時 x 時間過ぎで長針と短針のなす角度が 150°つまり 150/360 のとき x を求めよ。1≧X≧0 より 

 A=4を代入、③のみみたす。11x/12-4/12=5/12  x=9/11 

 4 時 x 時間過ぎで長針と短針のなす角度が 150°つまり 150/360 のとき x を求めよで➀から④を xに制限を課さなければ士

(4/12-11x/12)=5/12  

 したがって 4/12-11x/12=5/12 x＝-1/11 

 -4/12+11x/12=5/12 x=9/11 

 マイナスに注意して、4時 60*1/11 分前＝60/11 分前に 150° 

 プラスに注意して４時 60*9/11 分過ぎ=540/11 分過ぎに 150° 

 これを応用すれば一周ずれて 150°になる場合も計算できる。  

 士(4/12-11x/12)=17/12 

 したがって 4/12-11x/12=17/12 x=-13/11  

 -4/12+11x/12=17/12 x=21/11 

 マイナスに注意して 4 時 60*13/11 分前=780/11 分前に 150° 

 プラスに注意して 4 時 60*21/11 分過ぎ=1260/11 分過ぎに 150° 

 

 関数 

 ある値  に対して，ただ 1 つの値   が対応するような関係があるとき，この関係を関数といい，一般的に 

 

 と表す．また，  は  の関数であるという．この場合，関数を表す文字として  を用いたが，  や  など他の文字を用いることも

よくある． 
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  このような関数の概念を説明したのが右の図である．http://w3e.kanazawa-it.ac.jp/math/category/kansuu/henkan-

tex.cgi?target=/math/category/kansuu/kansuu.html 

  両替機を例にとる．1000 札 1 枚を両替機に入れる（入力する）と 100円硬貨が 10枚でる（出力される）．すなわち，両替機

は入力に対して 1 つの出力が決まっている関数機能がある機械である．同じように，ある値  （  を変数と呼ぶ）に対して 1 つの値

 に対応させる機能を文字で表すと一般的に，  となる． 

  関数  において，  の値  に対応する  の値を   と表し，これを関数  の  における値という．  

    の関数（機能）を具体的に表すとする．例えば，長さ 20 のひもで長方形を作る場合，横の長さ  を決めて縦の長さを対

応させる関数は， 

 のように表す．あるいは， 

 と表してもよい． 

    においては，横の長さ  の値 3 に対しては縦の

長さ 7 が唯一対応し  の値となる．横の長さ  の値 6 に対して

は 4 が唯一対応し  の値となる．右図参照． 

  長方形を作るには，  の値は   

 でなければならない．更に，  の値に対応する  の値は

 となる． 

  一般に，関数  において，変数  の値のとりうる値

の範囲，すなわち  の変域を，この関数の定義域という．また，

 の定義域に対応する関数の値のとりうる範囲，すなわち  の

変域を，この関数の値域という． 

  上記のひもで長方形を作る場合， 

定義域は   ，値域は   となる． 

 もう少しペーストして関数の概念は、というと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かために関数ということを定義すると、数の集合から数の集合への写像を関数という。 

野矢茂樹、2014、「ここにはないもの 新哲学対話」中公文庫、117頁。 

「……で、関数って、意味分かるか」 

「少し、分かる。……かもしれない」 

「まあ、そうだな、関数っていうのは、自動販売機みたいなものだ。お金を入れて、買いたいもののボタンを押すと、それが出てくる。そんな

ふうに、何かを決めれば別の何かが一つに決まってくるとき、関数って言うわけだ。自動販売機の場合には」 

「えっと、出てくるジュースが、いくらか入れたかとどのボタンを押したのかの、関数」 

「おお。そういうこと」 
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 集合 X の各要素 x に対して、集合 Y の要素が 1 つずつ対応しているとき、この対応を 

       X から Y への写像 

 という。 

 注意!! 1 つずつ対応しているということは 1対 1対応ということではない。2→4 -2→4(y＝x2)のような多対 1対応の写像も存在す

る。 

 〔例〕３ 

             ○ｋ           a 

   4                              ○2           d 

             ○ｋ           b                               ○2           0 

   5                              ○2           1 

             ○ｋ           c 

   6 

 ｘ+ｙ≧ｋ   →ｚ=1                ｘ 

 ｘ+ｙ<ｋ   →ｚ=０                          ○k          ｚ 

       ｙ 

 a=0, b＝1, c=1, d＝0より    kは 8または 9 

 

 抽象的な関数の問題を考えましょう。 

 〔例〕A 君は 3人用の’あみだくじ’をつくりましたが、B君に、「そんな短いのじゃ、すぐに結果がわかってつまらないよ」といわれたので、A君

は、いままでつくったものと同じものをつくって、まえのとつないで、2倍の長さにしました。それでも不満な B君は、最初 A君がつくったものを

3 つつないで 3倍の長さのものをつくりました。 

このように同じものをもととして、A 君は 2倍のもの、B君は 3倍のものをいくつかつくったのですが、いつも、A 君と B君の少なくとも一方の

あみだくじは横棒 1本もないあみだくじと同じものとなっていました。 

どのような 3人用のあみだくじでも、このような性質があることを示してください。 

ただし’3 人用’とは、縦棒 3本のことです。 

 〔解〕あみだくじの縦棒を左から 1,2,3 とするとする。1,2,3 から出発し、a1,a2,a3に到達するあみだを(a1,a2,a3)と書くことにする。 

3 人用あみだをタイプに分けると ai＝i となる i が 1°3 つのもの、2°2 つのもの、3°ないものの 3 タイプあり 

1°は(1,2,3), 2°は(1,3,2,),(3,2,1),(2,1,3)、3°は(2,3,1),(3,1,２)で 2°のタイプは２つ、3°のタイプは 3 つつなげれば(1,2,3)

と同じになる。1°のタイプは明らか。 
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必須テキスト 

最頻出!SPI パーフェクト問題集 高橋書店。 

コースのスケジュール 

週 トピック 講読範囲 試験 

1.(山本先生) 講義のためのオリエンテーション  基礎力確認テスト 

2.(以下、九鬼) 四則演算・1次方程式 22-24 ページ 四則計算と方程式 

3. 鶴亀算 26-29 ページ 鶴亀算 

4.                 割合・比 30-33 ページ 割合・比 

5. 不等式 34-37 ページ 不等式 

6. 濃度算 38-41 ページ 濃度算 

7. 仕事算(時計算) 42-45 ページ 仕事算 

8. 虫食い算・ブラックボックス 66-69,94-97 ページ 虫食い算・ブラックボックス 

 


